


決算
状況

の公
表

会 計 名 歳　入 歳　出
国民健康保険 34億  965万円 31億9,557万円
後期高齢者医療 2億5,424万円 2億5,255万円
介護保険 20億6,957万円 20億1,966万円
公共下水道事業 11億8,006万円 11億1,263万円
農業集落排水事業 1億4,404万円 1億4,046万円
工業用地造成事業 7億4,948万円 7億4,669万円
工業用地資産運用事業 1億1,462万円 1億1,462万円
阿武隈川左岸築堤用地取得事業 7,500万円 7,500万円

経常的な収支 投資的な収支
収入 10億2,848万円 収入 4億793万円
支出 8億6,311万円 支出 6億7,828万円

企業会計（水道事業）の決算

市の
借金

元金 利子 合計
一般会計 144億4,007万円 9億7,390万円 154億1,397万円
市債※ 141億5,846万円 9億6,638万円 151億2,484万円
債務負担行為 2億8,161万円 752万円 2億8,913万円

公共下水道事業 47億6,950万円 6億9,641万円 54億6,591万円
市債 47億6,950万円 6億9,641万円 54億6,591万円

農業集落排水事業 3億1,694万円 5,771万円 3億7,465万円
市債 3億1,694万円 5,771万円 3億7,465万円

工業用地造成事業 45億2,933万円 4億2,436万円 49億5,369万円
債務負担行為 45億2,933万円 4億2,436万円 49億5,369万円

阿武隈川左岸築堤用地取得事業 6,362万円 19万円 6,381万円
市債 6,362万円 19万円 6,381万円

水道事業 33億3,017万円 6億6,887万円 39億9,904万円
市債 33億3,017万円 6億6,887万円 39億9,904万円

現在高一覧

市債・債務負担行為の推移
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の公表 本宮市の平成25年度各会計の決算がまとまりまし
た。皆さんから納めていただいた税金がどのように
使われたのかをお知らせします。

歳入

215億
8千万円

国・県支出金
87億3千万円
（40.4%）

地方交付税
39億6千万円
（18.4%）

市税
39億円
（18.1%）

繰入金・繰越金等
24億円
（11.1%）

市債
14億3千万円
（6.6%）

地方譲与税等
11億6千万円（5.4%）

歳出

203億
9千万円

衛生費
58億6千万円
（28.7%）

民生費
38億1千万円
（18.7%）教育費

28億2千万円
（13.8%）

総務費
20億5千万円
（10.1%）

土木費
15億1千万円
（7.4%）

災害復旧費
11億1千万円
（5.4%）

公債費
10億1千万円
（5.0%）

商工費・消防費・
議会費・農林水産
業費・労働費
22億2千万円
（10.9%）

－

＝11億9千万円
　

平
成
25
年
度
一
般
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

が
２
１
５
億
７
，
８
７
６

万
円
、
歳
出
総
額
が
２
０

３
億
８
，
６
５
１
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
引

い
た
収
支
は
11
億
９
，
２

２
５
万
円
。
そ
こ
か
ら
26

年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

の
財
源
６
億
２
，
０
３
５

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
、
５
億
７
，
１

９
０
万
円
と
な
り
、
黒
字

決
算
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ

て
は
、
本
宮
市
自
主
的
財

政
健
全
化
計
画
を
遵
守

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
配
分
を

行
い
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

財
政
係

☎
33
―
１
１
１
１
（
代
表
）

☎
24
―
５
３
０
５
（
直
通
）

黒
字
決
算
を
達
成

250億
3千万円

52億
4千万円

302億
7千万円

市債残高

債務負担行為残高

＝98万円一人あたり
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百万円 　

計
画
的
な
市
債
の
発
行
と

債
務
の
償
還
に
よ
り
、
平
成

19
年
度
に
は
３
９
９
億
円

あ
っ
た
借
金
が
、
平
成
25
年

度
末
ま
で
に
96
億
２
，
９
０

０
万
円
減
少
し
、
３
０
２
億

７
，
１
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
計
画
を
遵
守

し
、
適
正
な
市
債
の
発
行
、

償
還
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

借
金
は
７
年
連
続
減

※地方交付税の代替措置である臨時財政対策債が、
一般会計の市債のうち約4割を占めています。

◎
用
語
の
解
説

【
歳
入
】

・
国
・
県
支
出
金
…
事
務
・

事
業
に
対
し
て
国
・
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

・
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政

力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
た
お
金
で
す
。

・
市
税
…
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
市

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

で
す
。

・
繰
入
金
…
積
立
金
の
取
り

崩
し
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
た
お
金
で
す
。

・
繰
越
金
…
一
会
計
年
度
か

ら
次
の
会
計
年
度
に
持
ち
越

し
た
お
金
で
す
。

・
市
債
…
事
業
実
施
の
た
め

に
借
り
た
お
金
で
す
。

・
地
方
譲
与
税
等
…
地
方
揮

発
油
譲
与
税
、
自
動
車
重
量

譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交
付

金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付

金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

な
ど
国
や
県
が
い
っ
た
ん
集

め
た
も
の
が
、
交
付
金
と
し

て
配
分
さ
れ
た
お
金
で
す
。

【
歳
出
】

・
衛
生
費
…
ご
み
処
理
や
生

活
環
境
を
守
る
た
め
の
経
費

で
す
。（
住
宅
除
染
含
む
）

・
民
生
費
…
高
齢
者
福
祉
、

保
育
所
運
営
、
生
活
保
護
費

な
ど
福
祉
の
た
め
の
経
費
で

す
。

・
教
育
費
…
学
校
教
育
・
社

会
教
育
の
た
め
の
経
費
で

す
。

・
総
務
費
…
一
般
管
理
費
、

徴
税
費
、
選
挙
費
な
ど
市
政

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
一

般
的
な
経
費
で
す
。

・
災
害
復
旧
費
…
公
共
施
設

や
農
業
用
施
設
を
修
復
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

・
土
木
費
…
道
路
橋
り
ょ

う
、
公
園
整
備
の
た
め
の
経

費
で
す
。

・
公
債
費
…
市
が
借
り
て
い

る
お
金
の
返
済
の
た
め
の
経

費
で
す
。

・
そ
の
他
…
商
工
、
観
光
振

興
や
消
防
団
運
営
、
防
災
対

策
な
ど
の
た
め
の
経
費
で

す
。

（昨年は
314億4千万円）

（昨年は101万円）



決算
状況

の公
表

基 金 名 平成25年度末残高
財政調整基金 14億7,310万円
教育施設等整備事業基金 5億8,482万円
地域福祉基金 4億　237万円
震災・原子力災害復興基金 2億9,790万円
減債基金 1億5,113万円
篤志奨学資金給与基金 4,962万円
その他特定目的基金 4,860万円

合　計 30億　754万円

市の
貯金

解　　説 25年度比率 (※2) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 一般会計に赤字額がどれくらいある
かを表します。 －（－） 13.73% 20.00%

②連結実質赤字比率
一般会計と特別会計・公営企業会計
のすべての会計の赤字額がどれくら
いあるかを表します。

－（－） 18.73% 30.00%

③実質公債費比率
市の財政運営に影響するすべての会
計の借入金の返済に充てた経費がど
れくらいあるかを表します。

14.0（14.8） 25.0% 35.0%

④将来負担比率
市の財政運営に影響するすべての会
計で将来に負担が見込まれる経費が
どれくらいあるかを表します。

134.5（154.3） 350%

※1）実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字が生じていないため、比率が算出されず「－」で表示しています
※2）（　）内は、昨年24年度比率です

事業の
実績

東日本大震災・原子力災害からの復旧・復興へ向けて

・除染事業……51億7,394万円
・東日本大震災災害復旧事業

……9億1,760万円

・屋内あそび場整備・運営事業
……1億1,367万円

・記念樹の杜　屋外あそび場整備事業
……4,440万円

・放射性物質検査事業…7,048万円
・公民館遊具更新事業…3,770万円
・放射線健康管理対策事業…3,595万円

市民と行政の協働による自立したまちづくり

▲スマイルキッズパークに屋内砂場を整備

豊かな心と創造性あふれる人材育成のまちづくり

▲27年度全地区完了を目標に住宅除染を実施

・岩根小学校施設整備事業
……3億2,869万円

・五百川小学校耐震化事業
……3億2,469万円

・白沢中学校耐震化事業
……1億4,414万円

・本宮第一中学校体育館
　連絡通路整備事業

……4,227万円
・本宮第二中学校技術室
　整備事業

……3,402万円

安全・安心な環境のまちづくり

・行政区支援事業…3,225万円 ・集会所整備・管理支援事業
…… 2,621万円

・地域情報化格差解消事業
……1,301万円

共に支えあう　やさしいまちづくり
・児童手当支給事業

…5億5,677万円
・子ども医療費助成事業

…1億6,047万円
・予防接種事業

…… 6,692万円

活力あるふるさとのまちづくり
・企業立地推進事業

…6,238万円
・農業用道水路整備事業

…5,517万円
・商工業振興団体支援事業

…… 1,898万円

・集中豪雨災害復旧事業
……1億9,587万円

・公共施設再生可能
　エネルギー等導入事業
……1億7,532万円

・安達太良ドリームライン
　整備事業…6,571万円
・白沢総合支所周辺道路
　改良事業…5,303万円

▲五百川小学校校舎耐震化工事

▲市役所に設置された太陽光発電パネル
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基
金
に
は
、
災
害
が
発

生
し
た
り
、
経
済
の
急
激

な
変
化
で
税
収
が
減
っ
た

り
な
ど
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
に
備
え
て
積
み
立
て

て
い
る
財
政
調
整
基
金

や
、
教
育
施
設
等
の
耐
震

化
事
業
な
ど
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
て
い

る
基
金
が
あ
り
ま
す
。

基
金
残
高
約
30
億
円

　

単
年
度
の
収
支
状
況
だ
け
で

は
、
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

市
の
財
政
運
営
に
関
わ
る
す
べ
て

の
要
因
を
含
め
て
判
断
す
る
た
め

に
次
の
４
つ
の
指
標
を
算
出
し
ま

す
。

　

４
つ
の
指
標
が
基
準
値
を
上
回

る
場
合
は
、
早
期
健
全
化
団
体

（
財
政
が
危
な
い
状
態
）、
財
政
再

生
団
体
（
財
政
が
破
た
ん
し
た
状

態
）
と
な
り
ま
す
。
早
期
健
全
化

団
体
に
な
る
と
財
政
健
全
化
計
画

を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
健

全
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
団
体
に
な
る

と
、
再
生
計
画
の
策
定
や
市
債
な

ど
に
対
し
て
国
の
管
理
下
に
お
か

れ
る
た
め
、
自
主
的
な
財
政
運
営

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

本
宮
市
で
は
、
平
成
25
年
度
決

算
で
は
４
つ
の
指
標
と
も
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。
今
後
も
事
業
の

効
率
化
を
図
り
、
で
き
る
限
り
節

約
し
て
健
全
な
財
政
運
営
を
し
ま

す
。

健
全
な
財
政
を
維
持

◎
そ
の
他
の
財
政
指
標

・
経
常
収
支
比
率
…
市
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
財
源
が

経
常
的
経
費
に
ど
れ
だ
け
使

わ
れ
て
い
る
か
を
示
す
指

標
。
値
が
低
い
ほ
ど
、
政
策

的
に
使
え
る
お
金
が
多
く
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
（
本
宮
市　

87
．
８
％
）

・
財
政
力
指
数
…
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必

要
な
支
出
に
対
す
る
市
税
収

入
な
ど
の
割
合
。
値
が
１
に

近
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
１
以
上
の

自
治
体
は
、
地
方
交
付
税
が

交
付
さ
れ
な
い
「
不
交
付
団

体
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
（
本
宮
市　

０
．
61

　

県
内
13
市
平
均　

０
．
54
）

・
義
務
的
経
費
比
率
…
歳
出

全
体
の
う
ち
、
人
件
費
、
公

債
費
、
扶
助
費
な
ど
必
ず
必

要
と
す
る
経
費
の
割
合
。
割

合
が
小
さ
い
ほ
ど
財
政
の
弾

力
性
が
あ
り
ま
す
。

　
（
本
宮
市　

22
．
５
％

　

県
内
13
市
平
均　

28
．
４
％
）
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TOPICSTOPICS題話TOPICSTOPICS題話

包
括
連
携
協
定
を
締
結

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

9
月
4
日
、
市
は
、
日
本
大
学
工
学
部
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
日
本
大
学
工
学
部
で
行

わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
出
村
克
宣
学
部
長
と
高
松
市

長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、

今
後
の
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
携
協
定
は
、
①
除
染
技
術
支
援
②
定
住
・

人
口
増
対
策
③
人
材
育
成
・
人
材
確
保
④
地
域
・
産

業
の
振
興
⑤
そ
の
他
地
域
社
会
の
形
成
・
発
展
の
大
き

く
5
つ
の
内
容
か
ら
な
り
ま
す
。

　

本
宮
市
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
日
本
大
学
経
済
学
部
、

相
模
女
子
大
学
、
郡
山
開
成
学
園
（
郡
山
女
子
大
学
）、

福
島
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
で
5
件
目

の
協
定
締
結
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
に
国
分
八
重
子
さ
ん

委
員
長
に
国
分
八
重
子
さ
ん

　

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
委
員
長
に
国
分
八
重
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
任
の
委
員
と
し
て
、
佐
々
木
光

一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
３
月
25
日
ま
で
で
す
。

委
員
長
に
鈴
木
文
男
さ
ん

委
員
長
に
鈴
木
文
男
さ
ん

　

９
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
で
委
員
長
に
鈴
木
文
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
任
の
委
員
と
し
て
、
渡
辺
喜

一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
３
月
26
日
ま
で
で
す
。

地
元
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
学
ぶ

地
元
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
学
ぶ

　

９
月
２
日
、
糠
沢
小
学
校
３
年
１
組
で
は
、
農

村
開
発
企
画
委
員
会
主
催
の
地
元
野
菜
の
生
産
か

ら
消
費
ま
で
を
学
ぶ
『
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
食
育
活

動
推
進
』
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
以
来
、
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

地
元
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
お
い
し
い
食
べ
方
や

旬
の
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
給
食
の

時
間
に
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
地
元
野
菜
を

使
っ
た
献
立
を
自
分
た
ち
で
お
弁
当
に
詰
め
る
体

験
を
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
主
食
３
主
菜
１

副
菜
２
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
学
び
な
が

ら
、
楽
し
く
お
弁
当
を
詰
め
て
い
ま
し
た
。

▲堅く握手を交わす高松市長（左）と出村学部長。除染・復
興に限らず、今後も末永い連携をしていきます

　本宮市女性消防協力隊が、安全功労団体とし
て総務大臣表彰を受けました。表彰式は東京・千
代田区のスクワール麹町で行われました。本宮市
女性消防協力隊は、地域の火災予防の普及に尽
力されたことが評価されました。９月６日には、受
賞祝賀会が開かれ、隊員全員で受賞を喜びまし
た。
　渡辺隊長は「改めて予防消防の大切さを感じて
います」と感想を述べました。

「
災
害
へ
の
備
え
を
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

朝
夕
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
秋
を

感
じ
、
秋
晴
れ
の
高
く
澄
み
渡
っ
た
空
を

見
上
げ
る
と
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
６
か
月
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
へ
の

対
応
は
今
も
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
市
内
全
域
に
わ
た
る
住
宅

除
染
を
最
優
先
で
進
め
て
お
り
、
今
年

度
中
に
住
宅
除
染
の
発
注
を
済
ま
せ
、

平
成
27
年
度
中
に
は
全
て
完
了
さ
せ
る

予
定
で
す
。

　

風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
、
市
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
米
の
収
穫
時
期
を
迎
え
た
今
年
も
、

全
量
全
袋
検
査
を
実
施
し
、
美
味
し
い
本

宮
の
米
の
安
全
安
心
を
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
仮
設
住
宅
や
借
上

げ
住
宅
な
ど
で
、
約
１
，
２
０
０
人
の
方

が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
市
内
３
カ
所
で
61
戸
の
復

興
公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
早
急
に
建
設
を
進
め
、
避
難
者

の
生
活
再
建
を
支
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
宮
市
は
着
実
に
復
興
に
向
け
前
進

し
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
以
前
に
も

増
し
て
元
気
な
本
宮
を
つ
く
り
、「
住
ん

で
み
た
い
市　

も
と
み
や
」
を
目
指
し

て
、
強
い
心
で
復
興
へ
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
６
日
か
ら
市
内
11
会
場

で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
全
地
区
の
敬
老

会
に
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
会
場
も
多
く
の
皆
様
に
出
席
を
い
た

だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

皆
様
の
元
気
で
に
こ
や
か
な
お
姿
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
う

れ
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
私
も
た
く
さ

ん
の
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に

は
、
益
々
健
康
で
明
る
く
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
行
委

員
の
方
々
、
そ
し
て
関
係
者
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
21
日
に
昨
年
に
引
き
続
き
、
第

２
回
本
宮
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
は
白
沢
運
動
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
市
民
の
皆
様
に
災
害
時
に

は
ど
の
よ
う
な
作
業
・
救
助
・
復
旧
が
行

わ
れ
る
の
か
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
も
に
、

自
ら
訓
練
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

昨
今
、
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
訓

練
を
機
に
、
災
害
へ
の
関
心
と
備
え
を
お

持
ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
風
邪
を
引
き
や

す
く
様
々
な
不
調
が
現
れ
や
す
い
季
節

で
あ
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
充
分
ご
留

意
の
う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

 

（
９
月
26
日
執
筆
）

　後藤清太郎さん・春子さん夫妻（荒井字青田原）
が第５５回福島県農業賞を受賞し、９月９日、福
島市で表彰式が行われました。
　後藤夫妻は、水稲・キュウリ・チェリートマト
など、水稲と野菜の複合経営が評価され、今回の
受賞につながりました。同日市役所を訪れ、受賞
の報告をされた夫妻は、「地域の方々に感謝した
い。賞におごることなく、これからも農業に励ん
でいきたい」と話されていました。

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 26

本宮市長
高松義行

総務大臣表彰総務大臣表彰後藤夫妻が受賞後藤夫妻が受賞

▲来庁した後藤清太郎さん・春子さん夫妻

▲市長に表彰を報告する渡辺洋子隊長（中央）と遠藤のり子副
隊長（右）

国分 八重子委員長
(糠沢字小田部 )

佐々木 光一委員
(本宮字欠下 )

鈴木 文男委員長
(荒井字荒井 )

渡辺 喜一委員
(和田字竹ノ内 )

▲自分たちで書いたお弁当の設計図の通りおかずをつめる児童たち
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カ メ ラ 散 歩 まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

レ
ー
ボ
ー
ル
で
交
流

上
尾
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
チ
ー
ム
と
交
流

　

8
月
23
日
、
上
尾
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
グ
ッ
ピ
ー
あ
げ
お
」
の
皆

さ
ん
20
人
を
お
招
き
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
た
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
高
松
市
長
に
よ
る
始
球
式
の

あ
と
、
本
宮
市
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
白
沢
ク
ラ
ブ
」
と
の
交
流
試
合
2
ゲ
ー
ム
を

行
い
両
チ
ー
ム
の
元
気
な
か
け
声
が
総
合
体

育
館
に
響
き
ま
し
た
。
試
合
の
前
に
は
、
両

チ
ー
ム
選
手
や
役
員
が
、
自
己
紹
介
や
情
報

交
換
会
を
行
う
な
ど
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

輩
か
ら
の
応
援

本
宮
一
中
同
窓
会
母
校
に
応
援
旗
を
寄
贈

　

８
月
28
日
、
本
宮
第
一
中
学
校
昭
和
63
年

度
卒
業
生
で
作
ら
れ
る
本
宮
一
中
63
会
（
清

水
正
樹
会
長
）
は
、
母
校
に
横
断
幕
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

横
断
幕
は
、
同
窓
生
約
90
人
の
寄
付
で
作

成
さ
れ
ま
し
た
。
清
水
会
長
か
ら
は
、

「
こ
の
横
断
幕
を
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
い
た
だ

き
、
全
国
の
舞
台
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
」

と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

田
っ
子
が
大
活
躍
！

県
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝

　

8
月
2
日
3
日
、
幸
楽
苑
カ
ッ
プ
白
獅
子

旗
争
奪
福
島
県
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

相
馬
市
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ

れ
、
県
内
の
各
地
区
予
選
大
会
で
勝
ち
残
っ

た
16
チ
ー
ム
を
制
し
、
二
本
松
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

二
本
松
ス
ポ
少
に
は
、
主
将
と
投
手
を
務

め
る
鈴
木
颯
く
ん
（
和
田
小
6
年
）
を
は
じ

め
、
和
田
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
所
属
し
、

大
会
で
も
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
す

る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

和

先

バ

▲県大会を制覇した二本松スポ少の皆さん

▲寄贈された横断幕と本宮一中６３会の皆さん。今年の１月に年直し（厄払
い）の同窓会を開催したときに、寄贈の話になり、その後参加できなかった
人も含め約90人から寄付の申し出があったそうです

犯
は
地
域
の
輪
で

和
田
防
犯
立
看
板
を
設
置

　

９
月
７
日
、
和
田
防
犯
協
議
会
で
は
、
和

田
小
学
校
６
年
生
か
ら
募
集
し
た
防
犯
標
語

を
掲
載
し
た
立
て
看
板
を
和
田
字
江
口
地
内

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

毎
年
１
基
設
置
し
て
い
る
こ
の
看
板
は
、

今
年
で
18
基
目
で
す
。
今
年
は
、
山
際
陸
仁

く
ん
の
「
防
ぎ
ま
す　

み
ん
な
の
笑
顔
を　

守
る
た
め
」
と
市
川
洸
太
く
ん
の
「
防
犯
は

　

ち
い
き
で
つ
く
る　

わ
ん
だ
の
輪
」
が
入

賞
標
語
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

場
米
国
で
野
球
を
し
ま
し
た

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
出
場

　

二
本
松
少
年
隊
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
所

属
の
只
野
清
斗
く
ん
（
本
宮
一
中
）
が
、
8

月
26
日
か
ら
9
月
2
日
に
か
け
て
米
国
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ
れ
た
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

２
０
１
４
東

日
本
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
招
待
さ
れ
、

野
球
の
親
善
試
合
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
は
二
本
松
少
年
隊
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
郡
山
・
福
島
・
い
わ
き

の
代
表
チ
ー
ム
の
2
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ア

メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
・
韓
国
か
ら
の
全
６
チ
ー

ム
と
野
球
を
通
し
て
交
流
を
し
ま
し
た
。

山
に
吹
き
荒
れ
る
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
旋
風
！

郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
に
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
出
演

　

８
月
８
日
、
郡
山
市
で
第
50
回
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
の
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
復
興
会
議
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
約
40
体
が
集
合
し
ま
し
た
。
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
撮
影
会
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
行
わ
れ
て
い
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
に
も
飛
び

入
り
参
加
し
、
キ
レ
の
あ
る
踊
り
で
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し

た
！ 郡

本

防

▲市役所へ出場の報告に訪れた只野くん（中央）

▲設置した防犯看板と和田防犯協議会の皆さん（写真左）
　看板は協議会の皆さんが自分たちで設置します（写真右）

①中町商店街を練り
歩くまゆみちゃん。
ゆるキャラスタンプ
ラリーに応じていま
した /
②急きょＹＯＳＡＫ
ＯＩに出演したまゆ
みちゃん。大勢の
ギャラリーを沸かせ
ていました

❸❸

▲お互い練習の成果を発揮して競いました

❶❶

❷❷

に私がエントリーしています！
みんな１日１票応援してね！！
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みんなのひろば
「来訪者」
私の随想録

前に油絵を専攻していたの
で、還暦も過ぎ、昔の画材を
取り出し描き始めました。

三坂　修一さん
SHUICHI MISAKA

（関下字仲之内）

今月の人
　

自
分
の
住
ん
で
い
る
関
下

地
区
に
は
、
ま
だ
少
な
か
ら

ず
自
然
が
残
っ
て
い
て
、
西
側

に
は
高
速
道
路
が
通
り
、
路

下
の
土
門
を
抜
け
る
と
平
坦

な
田
園
が
広
が
り
ま
す
。

　

自
家
は
代
々
稲
作
を
生
業

と
し
て
続
い
て
お
り
、
農
繁

期
は
毎
日
、
そ
の
後
も
収
穫

ま
で
週
に
３
〜
４
回
は
田
を

見
に
出
か
け
る
日
々
で
す
。

　

そ
の
日
は
７
月
中
頃
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
お
だ
や
か
な

　

子
ど
も
文
庫
井
筒
屋
は
、

本
宮
駅
か
ら
徒
歩
３
分
ほ
ど

の
駅
前
に
あ
り
ま
す
。

　

井
筒
屋
さ
ん
は
、
元
々
は

酒
屋
で
、
外
観
は
、
看
板
や

蔵
な
ど
当
時
の
雰
囲
気
を
そ

の
ま
ま
残
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
歩
中
へ
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
そ
こ
は
ま
る
で

図
書
館
。
数
多
く
の
絵
本
が

と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
良
い
本
を
」
と
い
う
奥

さ
ん
の
思
い
か
ら
、
店
舗
を

改
装
し
、
自
ら
の
お
金
で
絵

本
を
あ
つ
め
て
文
庫
と
し
た

か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
震
災
後
に
は
、

原
発
事
故
に
よ
る
不
安
や
ス

▲都美術館展覧会場で

▲本宮いどばた会で運営する子ども文庫「井筒屋」

ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
屋
内

遊
び
場
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
本
宮
い
ど
ば
た
会
が
主
体

と
な
り
、
こ
こ
に
子
育
て
ひ

ろ
ば
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
自
由

に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
絵

か
き
や
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
お
話
し
会

や
、「
マ
マ
カ
フ
ェ
」
と
称

し
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
の

場
を
提
供
し
た
り
幅
広
い
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
設
か
ら
３
年
た
っ
た
現

在
で
も
、
多
く
の
親
子
連
れ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

日
和
で
、
田
の
排
水
口
を
調
整
し
て

い
た
時
で
し
た
。
丈
の
伸
び
た
稲
の

中
程
が
突
然
割
れ
て
ザ
ワ
ザ
ワ
と
波

打
つ
よ
う
に
一
直
線
に
こ
ち
ら
に
何

か
が
進
ん
で
き
ま
す
。
何
だ
ろ
う
と
、

訝い
ぶ
かり
な
が
ら
見
て
い
る
と
、
そ
の
波

が
手
前
で
止
ま
り
、
稲
の
中
か
ら
、

ひ
ょ
こ
っ
と
頭
が
出
て
き
ま
し
た
。

耳
を
立
て
、
丸
い
目
で
体
に
白
い
紋

様
が
あ
り
、
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
目

で
見
て
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
、
バ
ン
ビ
だ
！
」

絵
本
か
ら
浮
き
出
た
よ
う
な
光
景

に
、
何
か
大
切
な
宝
物
を
見
つ
け
た

時
の
よ
う
に
、
驚
き
と
共
に
子
鹿
と

対
面
し
て
い
ま
し
た
。
田
の
回
り
を

見
渡
し
て
も
親
鹿
の
姿
は
無
く
、
ど

こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
で

し
た
が
、
数
秒
の
出
来
事
で
、
頭
を

す
っ
と
稲
の
中
に
入
れ
、
稲
穂
を
少

し
ゆ
ら
し
な
が
ら
田
園
の
中
に
ま
ぎ

れ
て
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
妻
に
話
を
す
る
と
、

大
笑
い
し
て
、

　
「
何
か
と
見
間
違
え
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
」

と
、
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
の
時
の
子
鹿
も
、
今
は
大
き
な

親
鹿
に
な
っ
て
い
る
頃
で
す
が
、
以

来
、
二
度
と
姿
を
現
す
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

来
月
は
、
三
瓶
紀
克
さ
ん
（
松
沢

字
糀
屋
）
の
予
定
で
す
。

■
１
９
０
年
の
歴
史

　

長
屋
・
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
は
、

文
政
３
年
（
１
８
２
０
年
）
の
拝
殿

改
築
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
獅
子
舞

奉
納
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
文
政
９

年
（
１
８
２
６
年
）
よ
り
奉
納
が
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
日
ま
で
、
約
１
９
０
年
、
地
域

の
家
々
に
よ
っ
て
途
絶
え
る
こ
と
な

く
、
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
ま
し

た
。
獅
子
舞
は
現
在
、
長
屋
地
区
の

27
戸
の
家
で
奉
納
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
地
域
の
繁
栄
を
願
い
舞
う

　

獅
子
舞
に
は
、
地
域
の
繁
栄
を

願
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
獅

子
舞
を
囲
む
よ
う
に
持
た
れ
る
さ

さ
ら
と
呼
ば
れ
る
竹
の
枝
に
は
、
色

と
り
ど
り
の
願
い
事
を
書
き
、
参
列

者
に
そ
れ
を
配
り
ま
す
。

■
地
域
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い

　

保
存
会
の
大
総
代
は
、
１
年
交

代
で
家
々
を
回
っ
て
き
ま
す
。
今
年

は
私
の
番
で
す
が
、
獅
子
舞
は
こ
こ

で
終
わ
り
で
は
な
い
の
で
、
少
し
で

も
こ
の
歴
史
あ
る
祭
礼
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
が
大
総

代
と
し
て
の
役
割
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
第
一
日
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
10
月
５
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
午
前
11
時
に
は
長
屋

神
社
、
正
午
に
は
諏
訪
神
社
で
奉

納
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

■
わ
た
し
の
趣
味

　

自
営
業
で
、
震
災
以
降
仕
事
が

増
え
、
忙
し
い
毎
日
な
の
で
、
な
か

な
か
趣
味
を
持
つ
時
間
が
な
い
で
す

ね
。
時
間
が
で
き
れ
ば
、
好
き
な
映

画
鑑
賞
を
し
た
い
で
す
。

Interview No.53

活躍人訪問
諏
訪
神
社
獅
子
舞
保
存
会

大
総
代  

菅
野　

善
久 

さ
ん▲諏訪神社総代の皆さん。中央が大総代の菅野さん

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
宮
い
ど
ば

た
会　

子
ど
も
文
庫
井
筒
屋

ひ
ろ
ば
】　

・
本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
73

・
月
〜
金
曜
日

10
時
〜
15
時

・
０
９
０
―
１
３
７
５
―
６
９
４
１

※
一
般
財
団
法
人　

地
域
創
造

基
金
さ
な
ぶ
り　

セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
×
さ
な
ぶ
り
フ
ァ

ン
ド
の
助
成
を
受
け
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
日
程
な
ど
詳
し
く
は

ブ
ロ
グ
『
子
ど
も
文
庫
井
筒
屋

日
記
』
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ボランティアの佐々木さん、品川さんによるお話し会
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　◆問い合わせ先　
　　地域包括支援センター（えぽか内）　☎63－2780

介
護
予
防
と
は

　

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
予

防
す
る
と
と
も
に
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

高
齢
の
方
が
心
身
の
機
能
を
低
下

さ
せ
て
し
ま
う
大
き
な
原
因
は
、「
も

う
年
だ
か
ら
」「
お
っ
く
う
だ
か
ら
」

と
、
身
の
回
り
の
こ
と
や
外
出
を
し

な
く
な
る
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
体
や
頭
を
使
う
こ
と
の
少

な
い
生
活
は
筋
力
や
意
欲
を
低
下
さ

せ
て
し
ま
い
、
や
が
て
要
介
護
状
態

を
招
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日

常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、

心
身
の
過
度
の
老
化
を
防
ぎ
、
自
分

で
で
き
る
事
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。　

　

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
元

気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

地域包活支援センターだより学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 ◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

しらさわ夢図書館のおはなし会
■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
　と　き：10月31日（金）11：00～11：30
　 対　象：妊婦さんとその家族、赤ちゃん
（０・１・２才くらいまで）とその保護者

■ドリームおはなし会
　と　き：10月26日（日）11：00～11：30
　対　象：幼児～小学生とその保護者、　一般
※おはなし会などの内容については、お問い合せください。

＊絵本・児童書・紙芝居＊

・しょうたとなっとう ………… 星川ひろ子
・ともだちできたよ …………… 内田麟太郎
・マッティのうそとほんとの物語 …ザラー　ナオウラ
・ニュース年鑑２０１４ …………池上　彰
・へんし～ん　ねずみくん ……なかえよしを
・昭和の子ども生活絵図鑑 …ながたはるみ
・ローズの小さな図書館 …キンバリー　ウィリス　ホルト
・大きくなるってこんなこと！ …ルース　クラウス
・おやすみおやすみ …シャーロット　ゾロトウ
・アジア動物探検記 ……………飯島正広

＊一般書・実用書＊

・朝日キーワード２０１５ …… 朝日新聞出版
・ここからはじまる ………… はらだみずき
・千葉大学病院の薬膳ごはん…並木隆雄
・福島を生きる人びと…………豊田直巳
・「小学校で困ること」を減らす親子遊び１０ …木村　順
・迷わない。…………………櫻井よしこ
・自分の親が認知症？と思ったら… 長瀬教子
・手ぬいでちょこっと洋服お直し …鵜飼睦子
・「しがみつかない人」ほどうまくいく …西多昌規
・季節の野菜を味わう漬け物と常備菜
  ……………………手づくり漬け物の会

ピ
ザ
作
り
＆
自
然
と
遊
ぼ
う
・

カ
ヌ
ー
に
挑
戦

〜
も
と
み
や
キ
ッ
ズ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
〜

　

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し
た
「
も

と
み
や
キ
ッ
ズ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
で

は
、
８
月
12
日
に
会
津
自
然
の
家
で
ピ
ザ

作
り
と
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ピ
ザ
は
生
地
作
り
か
ら
始
め
、
思
い
思

い
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
起
こ
し
た
炭
火
を

乗
せ
た
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
お
い
し
く
焼
き

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ヌ
ー
体
験
で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
付
け
方
、
カ
ヌ
ー
へ
の
乗
り
方
、

パ
ド
ル
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、
交
替
で

カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
パ

ド
ル
扱
い
の
コ
ツ
を
つ
か
む
と
ス
イ
ス
イ
と

乗
り
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
を
感
じ
る

〜
第
23
回
あ
だ
ち
野
展
〜

　

県
中
学
校
教
育
研
究
会
安
達
支
部
と

同
支
部
美
術
専
門
部
会
が
中
心
と
な
り
、

安
達
管
内
を
は
じ
め
県
北
地
区
の
中
学

校
、
高
校
の
美
術
教
諭
や
退
職
し
た
教
諭

ら
の
作
品
を
紹
介
し
た
「
第
23
回
あ
だ
ち

野
展
」
が
白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
へ
の
教
育
の
傍
ら
、
自
己
研

さ
ん
の
た
め
に
創
作
し
た
水
彩
画
や
陶
芸

の
作
品
、
さ
ら
に
は
研
修
会
で
制
作
し
た

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
や
う
ち
わ
な
ど
68
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
用
意
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
参
考
に
鑑
賞
を
し
た
り
、
貝
殻
に
絵
づ

け
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
、

美
術
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新着本新着本

▲作品を鑑賞する生徒たち

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く

場合がありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

読書週間（10/27～11/9）
特別企画

■秋の朗読コンサート『宮沢賢治の世界』
　日　　時：11月3日（月・祝）10時～
　 場　　所：本宮市立しらさわ夢図書館
　　　　  　　視聴覚室
　 内　　容：朗読サークル「アグリーダッ
クス」のメンバーによる朗読と音楽のコ
ラボレーションをお楽しみください。
　対　　象：小学生（中学年ぐらいから）
　～一般
※詳細につきましては、図書館・図書室で配布するチラ
　シ等をご覧ください。

▲カヌーを楽しむ子どもたち

元
気
な
う
ち
か
ら

介
護
予
防

１．運動器の機能向上

転倒を防ぐためには、下肢などの筋力を高
めることが効果的です。生活の中で体

を動かす習慣をつけたり、できるだけ歩いたり
するなど、積極的に運動を心掛けましょう。

２．栄養改善

高齢の方は、食事の全体量が減り栄養が
不足しがちになることから、身体機

能の低下が心配です。たんぱく質とエネルギー
が欠乏しないよう、バランスの取れた食事を
心がけ、食べる楽しみを大切にしましょう。

３．口腔機能向上

加齢に伴い食べ物が噛みにくくなった
り、飲み込む力が弱くなったりしま

す。また、口が不衛生だと肺炎などの病気に
かかりやすくなります。歯磨きなどのお口の
お手入れや、お口の体操を習慣にしましょう。

４．閉じこもり予防

閉じこもりの生活は、筋力が低下して転
倒したり、消化機能を低下させ低栄

養状態になることにもつながります。趣味や
地域活動に積極的に参加し、外に出る楽しみ
を見つけましょう。

５．認知症予防

日記を書く、将棋、園芸等で脳を鍛えた
り、運動を行う、野菜・果物・魚を

食べる等で脳を健康にしましょう。

６．うつの予防

「疲れやすい」「意欲がわかない」「気持ちが
落ち込む」など、いつもと違う感覚が長

く続く場合は、休養を取ったり、かかりつけ医
に相談しましょう。

～介護予防6箇条～



14広報もとみや10月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

15 広報もとみや10月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
希
望
者

を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
耐
震
診
断
者

を
派
遣
し
診
断
し
ま
す
。

◆
対
象
地
域　

本
宮
市
内
全
域

◆
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

 

次
に
挙
げ
る
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

も
の

（
１
）
所
有
者
自
ら
居
住
す
る
住
宅

（
２ 

）
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事

着
工
さ
れ
た
戸
建
て
木
造
住
宅
、
ま
た

は
店
舗
等
と
の
併
用
木
造
住
宅
（
併

用
部
分
は
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
未

満
で
あ
る
こ
と
。）

（
３ 

）
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、

枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る
木
造
３
階

建
て
以
下
の
住
宅

※ 

屋
内
の
床
下
、
天
井
裏
な
ど
の
調
査

（
検
査
）
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、

立
入
が
で
き
な
い
場
合
は
診
断
で
き
ま

せ
ん
。

（
４ 

）
過
去
に
、
こ
の
制
度
に
基
づ
く
耐
震

診
断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

◆
募
集
戸
数 

３
件

◆
費
用
負
担

　

 

１
１
，
１
２
０
円
ま
た
は
１
２
，
１
６
０
円

　

 （
建
築
確
認
申
請
図
書
の
有
無
に
よ
り
費

用
負
担
が
異
な
り
ま
す
）

◆
申
込
受
付
開
始
日 

10
月
１
日
（
水
）

　

※ 

募
集
戸
数
に
到
達
次
第
、
申
込
受
付
を

終
了
し
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

耐
震
改
修
補
助
金　

診
断
結
果
に
よ
っ
て

は
、
補
助
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

建
築
係

　

☎
33-

１
１
１
１(

代
表
）

　

☎
24-

５
３
９
３(

直
通
）

　

高
齢
化
が
進
み
、

認
知
症
な
ど
で
介

護
を
必
要
と
す
る
方

の
数
も
急
速
に
増
え

て
い
ま
す
。

　

結
婚
２
週
間
後

に
義
母
が
病
に
倒
れ
、
20
年
に
渡
り
介
護
さ

れ
た
荒
木
由
美
子
さ
ん
の
体
験
談
を
通
し

て
、
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
、
介
護
の
あ
り

方
や
家
族
の
絆
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
、

涙
あ
り
、

笑
い
あ
り
の
講
演
会
で
す
。

◆
日
時　

11
月
８
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時

◆
場
所　

え
ぽ
か

◆
講
師　

荒
木 

由
美
子 

氏
（
タ
レ
ン
ト
） 

◆
演
題　

「
私
の
介
護
」

◆
参
加
費　

無
料

◆ 

定
員　

先
着
２
０
０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
以
降
の
お
申
し
込
み
の
方
は
別
室

で
の
テ
レ
ビ
聴
講
と
な
り
ま
す
）

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
込

 

※ 

当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
車
の
乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 
 
 
 
 
 
 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
63-
２
７
８
０

。
　
　
　

 

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
現
状
や

影
響
、
対
策
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
、
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
理
解
を
深
め
る
活

動
を
積
極
的
に
行
う
「
う
つ
く
し
ま
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を
養
成
す
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

対
象
者　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関

。
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
養
成
研
修
会
の
お
知
ら
せ

認
知
症
講
演
会
の
お
知
ら
せ

心
が
あ
る
方
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

◆
日
時　

11
月
７
日(

金)

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

◆
場
所　

郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆ 

研
修
内
容　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対

策
・
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の
活
動

事
例
な
ど

◆
申
込
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
定
員　

先
着
50
人

◆ 

申
込
方
法　

郵
便･

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
申
込

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
６
０-

８
０
４
３

　

福
島
市
中
町
８
番
２
号　

自
治
会
館
７
階

　

☎
０
２
４-

５
２
５-

８
８
９
２

　

FAX
０
２
４-

５
２
３-

４
５
６
７

　

メ
ー
ルi

n
f
o
@
f
u
k
u
s
h
i
m
a
-
o
n
d
a
n
k
a
.
o
r
g

　

ど
の
よ
う
に
摂
取
す
れ
ば
効
率
よ
く
栄

養
価
を
高
め
ら
れ
る
か
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
野
菜
の
知
識
を
学
ん
で
生
活
に
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◆
場
所　

え
ぽ
か

◆
講
師　

藤
田　

浩
志(

こ
う
し)

先
生

　
　
　
　

（
野
菜
ソ
ム
リ
エ
）

◆
演
題　

日
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
野
菜

　
　
　
　

～
野
菜
と
美
容
に
つ
い
て
～

◆
受
講
料　

無
料

◆
定
員　

60
人

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
込

◆
申
込
期
限　

10
月
22
日
（
水
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係　

　

☎
63-

２
７
８
０

健
康
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

第
1
回
「
食
の
力
講
座
」
開
催

の
お
知
ら
せ

☎日本司法支援センター

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
の

お
知
ら
せ

「
毎
日
手
軽
に
続
け
ら
れ
る
」
を
目
標
に

え
ぽ
か
の
台
所
開
催
の
お
知
ら
せ

◆
日
時
・
テ
ー
マ　

　

11
月
７
日
（
金
）・
11
月
12
日
（
水
） 

　
　

・
介
護
食
に
つ
い
て

　

12
月
19
日
（
金
）・
12
月
22
日
（
月
）  

　
　

・
食
品
添
加
物
に
つ
い
て 

 

　

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）・
１
月
14
日
（
水
） 

　
　

・
便
秘
予
防
に
つ
い
て

　

2
月
6
日
（
金
）・
2
月
18
日
（
水
）

　
　

・
が
ん
予
防
に
つ
い
て

　

3
月
13
日
（
金
）・
3
月
18
日
（
水
）

　
　

・
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て 

 

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時 

◆
場
所　

え
ぽ
か 

◆
定
員　

各
回
30
人 

 
 

◆
参
加
費　

調
理
実
習
代
（
当
日
徴
収
）

　

 

約
３
０
０
円
～
５
０
０
円

　

※
実
習
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
用
意
い
た
だ
く
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
筆
記
用
具

◆ 

申
込
方
法　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

に
、　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
保
健
課
へ
提

出
、
ま
た
は
電
話
で
申
込

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係

　

☎
63
―
２
７
８
０

学
科
講
習　

飼
い
主
だ
け
の
講
習
会
で
す
。

◆
日
時　

10
月
16
日
（
木
）

午
後
2
時
か
ら
3
時
30
分

（
受
付
午
後
1
時
30
分
か
ら
）

◆
場
所　

総
合
体
育
館(

高
木
）

◆
対
象　

現
在
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
方

◆
定
員　

30
人
程
度

※
学
科
講
習
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

実
技
講
習　

飼
い
犬
と
一
緒
に
受
講
し
ま

す
。
飼
い
主
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
21
日(

火)

午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

午
後
の
部　

午
後
2
時
か
ら
3
時
30
分

◆
場
所　

総
合
体
育
館(

高
木)

◆
対
象　

学
科
講
習
受
講
済
み
の
方

◆
定
員　

12
組
程
度　

（
午
前
と
午
後
に

分
か
れ
ま
す
）

※
参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
、
午
後
の
部

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
受
講
料
は
無
料
で
事
前
申

込
が
必
要
で
す

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
北
保
健
福
祉
事
務
所
（
県
北
保
健
所
）

福
島
市
御
山
町
８-

30

☎ 

０
２
４-

５
３
４-

４
３
０
５

　

と　き：10月10日（金）午後1時30分～
　　　　10月25日（土）午後1時30分～
ところ：えぽか　健康増進広場
ないよう：ストレッチ
　　　　筋力アップトレーニング
もちもの：水分補給用の飲み物
　申込は不要です。動きやすい服装でお
いでください。
　◆問い合わせ先
　　保健課（えぽか内）健康増進係
　　☎６３－２７８０

今月のボディリメイクスクール今月のボディリメイクスクール

ふくしま不妊セミナー

お子さんがほしいと思っているあなたへ
　赤ちゃんがほしくてもなかなかできないと悩んでい
ませんか？不妊かな？と思っても、病院に行く勇気が
出ないあなた。現在治療をしていて、疲れたなぁと孤
独になっているあなた。
　悩んでいるのはあなたばかりではありません。
治療経験者や仲間の存在も知ってください。
気持ちを共有することで少しでも心が軽くなっていた
だけたら幸いです。

日時　１１月１日（土）午後１時30分～４時
場所　福島県県北保健福祉事務所 (福島市 )
対象者　不妊治療を受けている方
　　　　不妊治療を考えている方
内容　講演Ⅰ ｢後悔しない選択をするために」( 仮称 )
　　　　・福島県立医科大学　菅沼亮太　医師
　　　講演Ⅱ  不妊治療中の心の葛藤と、それに対する

向き合い方」( 仮称 )
　　　　 ・NPO 法人 Fine ～現在 ･過去 ･未来の不

妊体験者を支援する会～
　　　おしゃべり会
　　　医師による個別相談会　先着5人
申込方法　指定の申込用紙をファックスで提出
　　　　　※申込用紙は保健課窓口にあります

◆申込・問い合わせ先　福島県　児童家庭課
　　　　　　　　☎  ０２４-５２１-７１７４
　　　　　　　  FAX　０２４-５２１-７７４７　

お直し工房
ロゼクリーニング本宮店 ㈱カミカワ服飾
■お問合せ　TEL33ー4512

衣料品全般
こんなお困りありませんか

・なんか体に合わない！・なんかみっともない！
・サイズが大きい・小さい・長い・短い！
・お譲り品で体に合せたい・病気で痩せてしまった！

学生服全般

買うよりお得！
紳士・婦人各種

本宮市本宮字中條１４〔二本松信金となり〕

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１



16広報もとみや10月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

17 広報もとみや10月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。 ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

財
務
行
政
懇
話
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　

「
な
ぜ
、
消
費
税
を
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
の
？
」
、
「
消
費
税
引
き
上
げ
分
は
何

に
使
わ
れ
る
の
？
」
、
「
日
本
の
財
政
は
ど

う
な
る
の
？
」
な
ど
、
財
務
省
東
北
財
務

局
福
島
財
務
事
務
所
長
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
お
誘
い
合
せ
て
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分

◆
場
所　

え
ぽ
か　

※
予
約
不
要

◆
講
師　

財
務
省
東
北
財
務
局

　

福
島
財
務
事
務
所
長　

宮
木 

偉
喜 
氏

◆ 

講
演　

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に

つ
い
て
」

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

財
政
係

　

☎
33-

１
１
１
１
（
代
表
）

　

☎
24-

５
３
０
５
（
直
通
）

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
で
は
、
現
在
専
門
家

に
よ
る
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。　

10
月
は
「
建
築
士
」
で
す
。

◆
日
時　

10
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　

法
テ
ラ
ス
二
本
松

　
　
　
　

(

二
本
松
図
書
館
前)

◆ 

内
容　

「
新
築･

増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

あ
れ
こ
れ
」

◆
受
講
料　

無
料

◆
定
員　

先
着
20
人

※ 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

個
別
相
談
（
予
約
優
先
）
午
後
１
時
か

ら
４
時

◆ 

今
後
の
予
定　

11
月
「
土
地
家
屋
調
査
士
」

※ 
 
 
 
 
 

法
テ
ラ
ス
は
国
が
設
立
し
た
公
的
な
法
人

で
す
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
二
本
松

☎
０
５
０-

３
３
８
１-

３
８
０
３

　

10
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の
一
週
間
は

｢

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所(

国
、
県
お
よ
び

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
関

し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配

な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た

い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
27
日(

月
）

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら
正
午

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
相
談
員　

市
行
政
相
談
委
員

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

　

☎
33-

１
１
１
１
（
代
表
）

　

☎
24-

５
３
３
２
（
直
通
）

　

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

ｚ
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
相
談
所
の

開
設
の
お
知
ら
せ

法
テ
ラ
ス
二
本
松
「
建
築
士

セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　１０月６日（月）から市役所の電話がダイヤル
インに変わります。

ダイヤルインに変わると、ご用件のある係に直
接電話することができます。また、市役所から電
話をかけた場合、発信番号により電話をした係が
わかるようになります。
平日勤務時間内でも担当以外の部署で応答する

場合や、土曜、日曜、祝日および夜間は、当直室
へ転送されることがあります。
ダイヤルインの市内局番は『２４局』に変わり

ますので、ご注意ください！！
詳しくは、広報もとみや９月号をご覧ください。

○ 従来の代表電話番号３３－１１１１も
　併せて使用できます。
○市外局番は『０２４３』です。

◆問い合わせ先
　総務課　総務係
　☎３３-１１１１（代表）
　☎２４-５３０１（直通）

市役所の電話が直通電話になります市役所の電話が直通電話になります
　
中央公民館電話一時不通のお知らせ
　電話工事のため、10月12日（日）午後4時
から６時までの間で、中央公民館の電話が
つながらない時間帯があります。ご不便を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
　　中央公民館　☎３３-２６１１

井上　進さん
本宮字馬場12

☎３３－２５０５

鈴木　悦雄さん
白岩字根岸463-2
☎４４－２０２６

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場
ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
か
か
り

つ
け
医
に
ご
相
談
の
上
、
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
福
島
県
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
健
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

①
満
65
歳
以
上
の
方

　

② 

満
60
～
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
に
重
い
病
気
が
あ
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
持
っ
て
い
る
方

◆
実
施
期
間　

10
月
15
日
（
水
）
か
ら

　

12
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
料
金　

１
，
５
０
０
円

※ 

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
無
料
と
な
り

ま
す
。　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係　

　

☎
63-

２
７
８
０

※ 

詳
し
く
は
、
働
く
人
づ
く
り
応
援
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

h
a
t
a
r
a
k
u
h
i
t
o
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
j
p
/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

（
株
）
ト
ー
ネ
ッ
ト
（
事
業
受
託
会
社
）

☎
０
１
２
０-

６
５
０-

１
１
０

ｚ
福
島
県
働
く
人
づ
く
り
応
援
事
業

お
仕
事
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
人
材
派
遣
会
社
を
通
じ
て

民
間
企
業
で
実
習
し
、
企
業
が
必
要
と
す
る

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
実
習
後
安
定
的
な
雇

用
へ
の
道
が
開
け
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
、

働
く
チ
ャ
ン
ス
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
働

く
人
づ
く
り
応
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
る

た
め
に
特
設
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

 

11
月
４
日
（
火
）
か
ら
７
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
4
時
30
分

◆
場
所　

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

 
 

※
中
央
公
民
館
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

常
設
相
談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す

◆
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
か
ら
金
曜 

（
祝
日
は
除
く
）

 
 

午
後
1
時
30
分
か
ら
4
時

◆
場
所　

（
株
）
ト
ー
ネ
ッ
ト

 
 
 
 
 
 
 

（
福
島
市
八
木
田
字
中
島
36-

１
）

※ 

い
ず
れ
も
予
約
・
履
歴
書
・
職
務
経
歴

書
不
要
、
服
装
は
自
由
で
す
。

10月はピンクリボン運動月間です10月はピンクリボン運動月間です
　ピンクリボン運動
は乳がん撲滅に向け
て全国各地で行われ
ている、乳がんの検
診受診率向上、早期
発見・早期治療を目
指した活動です。
　乳がんは早期に発見・治療すればほと
んどが治るがんですが、死亡率は増加傾
向にあります。その原因に、「乳がん」
に対する関心の低さ、検診受診率の低さ
が挙げられます。

　　　　妻として
　　　　　母親として
　　　　　　恋人として…

　　愛する人を悲しませないために、
乳がん検診を受けましょう。

　市では、３０代以上の方を対象に乳が
ん検診を実施しています。これからの申
し込みも可能です。ご希望の方はお問い
合わせください。

◆問い合わせ先
　保健課（えぽか内）健康増進係
　☎６３-２７８０

認定農業者になりましょう
● 認定農業者制度は、農業者が自らの農業の５年後の目標やその達成に向けた取
組などを内容とする「農業経営改善計画」を作成し、その計画を市町村が認定
する制度です。

● 自ら経営改善に取り組む意欲のある人であれば、年齢や経営規模の大小を問わ
ず、どなたでも認定を受けることができますので、ぜひ認定農業者になりましょう。

◆問い合わせ先　農政課　農政係　☎３３－１１１１（代表）☎２４－５３８５（直通）
　              白沢総合支所　産業建設課　☎４４－２１１５（直通）

　平成27年度から経営所得安定対策（旧農業者戸別所得補償制度）は、「畑作物の直
接支払交付金（ゲタ対策）」と「米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）」の
交付対象者が、認定農業者・集落営農・認定就農者に限定される予定です。



18広報もとみや10月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

19 広報もとみや10月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

稲
わ
ら
や
も
み
殻
は
、
焼
却
す
る
こ
と
を

で
き
る
限
り
差
し
控
え
、
ほ
場
へ
還
元
し
す

き
込
む
こ
と
や
、
堆
肥
化
な
ど
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

個
別
の
利
用
が
難
し
い
場
合
は
、
地
域
の

畜
産
農
家
や
園
芸
農
家
、
あ
る
い
は
堆
肥
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
利
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

と
「
同
施
行
令
」
に
よ
り
平
成
13
年
か
ら
廃

棄
物
（
ご
み
）
を
屋
外
で
焼
却
処
理
す
る
こ

と
（
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
）
は
一
部
の
例

外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

廃
棄
物
の
焼
却
」
は
例
外
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
煙
に
よ
る
交
通
障
害
や
住
環
境
の
影

響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る

限
り
差
し
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
え
ず
行
う
場
合
に
は
、
次
の
こ

と
に
配
慮
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
消
防
署
へ
「
揚
煙
行
為
」
の
届
出
を
す
る

２
．
風
向
き
や
、
時
間
帯
を
考
慮
す
る 

３ 

．
煙
の
量
や
臭
い
が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
程
度
に
と
ど
め
る
（
苦
情
が
出
な
い
量
に

と
ど
め
る
） 

４
．
焼
却
灰
を
飛
散
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る 

５ 

．
草
木
な
ど
は
よ
く
乾
か
し
煙
の
発
生
量
を

抑
え
る 

６ 

．
ご
近
所
の
理
解
を
得
て
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る

動物追い払い花火（動物駆逐用煙火）を
                      使用されている方へ

　鳥獣などの動物を追い払うために用いられる動
物駆逐用煙火（連続発射式）の使用中に、持ち手
付近が破裂し、指を欠損するなどの事故が発生し
ています。

　次のことに注意してください。

●煙火は、原則手に持って使用しないこと

● やむを得ず手に持って使用するときは、販売事業
者が提供する専用の手持ち用ホルダーを使用し、
慎重に取り扱うこと

● 金属製ホルダーは、万一、煙火が手元で暴発し
た際に底が抜ける危険性があるためホルダー底
面は体に向けず、ホルダーはできる限り体から
離して使用すること

● 専用ホルダーに変形、さび、ひび割れなどの異
常があるものや、過去に一度でもホルダー内部
で製品が破裂などの異常燃焼をしたものは使用
しないこと

● 専用ホルダーは、万一、製品が手元で破裂など
した場合の被害を軽減することはできるが被害
を完全に防止することはできないため、ゴーグ
ル、耳栓、革手袋などの防護具を併用すること

● ㈱ライズが販売した動物駆逐用煙火（5連発式）
で製品名「駆除雷5発」（2012年5月中国製）につ
いては、同社が製品の自主回収を行っており、
当該製品をお持ちの方は絶対使用せず、販売元
に連絡すること

　販売元連絡先：㈱ライズ
                ☎０８６-２９５-１１７９

◆問い合わせ先　
　県庁 生活環境部 消防保安課 
  ☎０２４-５２１-７１９３

※ 

例
外
に
該
当
す
る
場
合
で
も
健
康
や
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
規
模
な
焼
却
行

為
の
場
合
は
、
実
行
者
に
対
し
て
中
止

す
る
よ
う
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　

農
政
課　

農
政
係

　
　

☎
33-

１
１
１
１
（
代
表
）

　
　

☎
24-

５
３
８
５
（
直
通
）

　
　

生
活
環
境
課　

環
境
係

　
　

☎
33-

１
１
１
１
（
代
表
）

　
　

☎
24-

５
３
６
２
（
直
通
）

白
沢
総
合
支
所

市
民
福
祉
課　

生
活
安
全
係

☎
44-

２
１
１
４
（
直
通
）　　

　

ｚ
刈
取
り
後
の
稲
わ
ら
・
も
み
ず
り

後
の
も
み
殻
の
焼
却
に
つ
い
て

指を欠損する事故が多発しています

　福島介護福祉専門学校には、高校新卒者の
ほかに２０代から５０代の社会人の方も在籍
しています。平成８年の開校以来、就職率は
１００％を継続中！介護福祉に興味のある方
はぜひ同じ志を持った仲間とともに福島介護
福祉専門学校で学びませんか！

◆募集学科　
　介護福祉学科 (2年制・80人）
◆取得資格
　介護福祉士 (国家資格）
　社会福祉士 (任用資格 )
　レクリエーション ･インストラクター
◆選考方法
　一般入試　書類審査、小論文、面接
◆試験日および出願期間

◆問い合わせ先
　福島介護福祉専門学校　☎２２-７７７７

試験
区分 試験日 出願期間

A 日程 平成26年11月29日 ( 土 )
 平成26年11月10日 ( 月 ) 

       ～11月21日 ( 金 )

B 日程 平成27年 1月10日 ( 土 )
 平成26年12月15日 ( 月 )

       ～12月26日 ( 金 ) 

C 日程 平成27年 2月 8日 ( 日 )
 平成27年 1月19日 ( 月 )

       ～ 1月30日 ( 金 )

D 日程 平成27年 3月 7日 ( 土 ) 
 平成27年 2月16日 ( 月 )

       ～ 2月27日 ( 金 )  

不正軽油の撲滅にご協力ください！

　１０月は「不正軽油撲滅強化月間」です

  不正軽油を

作らない・売らない・買わない・使わない

　県では、関係団体と協力して不正軽油の排除
に取り組んでいます。
　軽油に課せられる県税である軽油引取税を脱
税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなど
して製造される燃料、いわゆる「不正軽油」が
正常な軽油と偽って販売、使用されています。
　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環
境汚染やエンジン故障の原因、公正な市場競争
の阻害、更には暴力団等の資金源にもつながり
ます。
　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆様のご
協力と情報提供が欠かせません。
　不正軽油の製造や販売、使用に関する情報が
ありましたら、下記へご連絡ください。

◆連絡・問い合わせ先
　県庁　総務部　税務課
　　☎  ０２４-５２１-７２０５
　　FAX ０２４-５２１-７９０５
　　ﾒｰﾙ zeimu@pref.fukushima.lg.jp
　県北地方振興局県税部
　　☎　０２４-５２３-００２１
　　FAX ０２４-５２３-２３３５
　　ﾒｰﾙ kenpoku.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

ｚ
支
援
の
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を
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２
０
１
４
開
催
の
お
知
ら
せ

在校生の声を紹介します　
               土屋尚希 (本宮高校出身）

　私は人と接することが好きです。
　中学の時、施設に行く機会があり、そこで
高齢者の方々とふれあい、お互いに笑い合う
ことができました。また笑顔になれるよう手
助けしたいと思い、介護の道を目指しました。
　学校祭に参加した時に優しい先生方と先輩
方の対応、そして地域の方々がとても楽しそ
うにしているところに魅力を感じました。そ
れだけでなく実習へ機会が多く、実際の現場
で多くの介護の知識や技術を学ぶことができ
ると思い、この学校を選びました。
　入学してからも同じ夢を持つ仲間や先輩方
とともに、日々勉強に精進しスポーツ大会や
学校祭などのイベントで交流を深めるなど毎
日がとても充実した学校生活を送っています。

児童虐待を防ぎましょう児童虐待を防ぎましょう

◆問い合わせ先
　子ども福祉課（家庭児童相談員）☎３３－１１１１（代表）　☎２４－５３７６（直通）

～さしのべた　その手がこどもの　命綱～

　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気く
ばり」で子どもたちを虐待から救えます。
　「おやっ？」と気になることがありましたら迷
わず連絡してください。

全国共通ダイヤル
０５７０－０６４－０００
（24時間、児童相談所につながります）
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福島介護福祉専門学校福島介護福祉専門学校
平成27年度学生募集のお知らせ平成27年度学生募集のお知らせ
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知っていますか？ガソリンのこと知っていますか？ガソリンのこと
ガソリンの危険性
　ガソリンは揮発性が高く－４０℃でも気化
しています。つまり、私たちの身の回りにあ
るガソリンは常に可燃性のガスを発生させて
いることになります。
　可燃性のガスは空気よりも重く、くぼみに
滞留しやすい性質を持っています。タバコの
ポイ捨てなどにより引火し爆発的に燃焼する
危険があります。

ガソリンの保管について
　ガソリンを入れる容器は消防法令で定めら
れた基準を満たしている容器を使用しましょ
う。灯油用のポリ容器での保管は禁止されて
います。

　※①市街地巡回バス～④広域生活バスは、運行コース上であればどこでも乗り降りができます。
◆運休日　土曜・日曜、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）
　※ ⑤イクタンタクシーは８月１４日～１６日も運休となります。
　※④広域生活バスは土曜日も運行します。

◆問い合わせ先
　生活環境課　地域交流係　☎３３－１１１１（代表）　☎２４－５３６１（直通）

１０月２６日 (日 ) は
福島県知事選挙の投票日です！

告示日　１０月 ９ 日（木）
投票日　１０月２６日（日）
期日前投票期間　
　　　　１０月１０日（金）～２５日（土）

　期日前投票所は本宮市役所（２階第３会議室）
と白沢総合支所（２階大会議室）の２カ所です。

　投票日当日、仕事や旅行で投票所へ行けない方
は、期日前投票をしましょう！

交　通　名 運行概要 利用料金 利用料金の減免

①市街地巡回バス
本宮駅を起点に、本宮市街地と高
木地区を４コースに分け運行

大人100円

小学生は半額
未就学児は無料
要介護者・介護者は半額

②通勤・通学バス
通勤・通学の時間帯に、長屋地区
と本宮駅を往復する路線

大人200円

③市営バス
岩根の下樋を経由し、熱海の太田
病院と本宮駅を往復する路線

大人200円（市内）
大人500円（市外まで）

④広域生活バス
大玉村を経由し、岳温泉と本宮駅
を往復する路線

大人200円（大玉村まで）
大人400円（二本松市まで）

⑤イクタンタクシー
※ 本宮市街地と高木地区の
方は①市街地巡回バスを
ご利用ください。

利用者登録をし、自宅から公共施
設や病院などへの送迎（乗り合い）

大人200円（白沢地区内）

大人400円（市街地まで）

小学生は半額
未就学児は無料

本宮市選挙管理委員会からのお知らせ本宮市選挙管理委員会からのお知らせ

　本宮市では市民の交通手段の確保と、中心市街地の
活性化のために、次の公共交通を運行しています。
　利用目的にあわせて、お気軽にご利用ください。

　本宮第一中学校体育館では
投票できませんので、ご注意ください。

正しい知識を身に付け事故防止に努めましょう！

　　　　　　　 ガソリンＱ＆Ａ

Ｑ 　セルフ式のガソリンスタンドで、自分で携行
缶にガソリンを入れることはできますか？
Ａ 　できません。セルフ式のガソリンスタンド
において自ら容器に入れる行為は禁止され
ています。いくらガソリン用の携行缶であっ
てもできません。

Ｑ 　乗用車でガソリンを携行缶で運搬すること
はできますか？
Ａ 　できます。しかし、乗
用車でガソリンを運搬す
る場合は性能試験をクリ
アした金属製の容器で、
最大容積２２Ｌ以下と決
められています。

◆問い合わせ先　本宮市選挙管理委員会　☎３３-１１１１(代表）　☎２４-５４３８(直通）

市街地巡回バス イクタンタクシー

本宮市公共交通のお知らせ本宮市公共交通のお知らせ

詳しくは、本宮市のホームページをご覧になるか、係へお問い合わせください。

ごみの収集を行います

10月13日（月）　体育の日
　通常どおり、ごみの収集を行います。
　ただし、もとみやクリーンセンターへの個人搬入
はできませんのでご注意ください。

◆問い合わせ先
もとみやクリーンセンター　☎33-5499
生活環境課　環境係　　☎33-1111（代表）
　　　　　　　　　　　　☎24-5362（直通）
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
　　　　　　　　　　　　☎44-2114（直通）

■どんぐり影絵・うたあそび
　と　き：10月11日（土）
　　　　　午前10時30分～11時30分
　ところ：健康増進広場
　内　容： 福島大学児童文化研究会影絵部・リ

ズム部の学生の皆さんによる楽し
い内容です。

■子育て支援事業「いっしょにあそぼう」
　と　き：10月19日（日）
　　　　　午前10時30分～11時30分
　ところ：健康増進広場
　内　容： 郡山女子大学短期大学部幼児教育学

科の学生の皆さんによるオペレッタ
や体操など。親子でお楽しみくださ
い。

　※いずれも参加費は無料です。
◆申込・問い合わせ先　えぽか　☎６３-２７８０

イベントイベント

生けがきを生けがきを
つくりませんか？つくりませんか？

生けがきを設置する場合
◆助成額
　生けがきの延長×１メートル当たりの事業費（限度額５千円）×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／２（補助率）＝補助金（限度額５万円）
　　※補助金額は１メートル当たりの事業費が基準になります。
　　※１メートル未満の端数が生じるときは、これを算入しません。
◆助成条件　
　 ① 公衆用道路に面した部分および道路から見通しの

きく部分が３メートル以上であること。
　 ② １メートルあたり３本以上植栽されること。
　 ③ 敷地境界線の一辺に連続して生けがきを設置する

ものであること。
　 ④ 生けがき用樹木は、列状に並び、外部から眺望で

きる部分が50センチメートル以上あること。
   ⑤ ５年間以上生けがきとして活用すること。

生けがきを作るためにブロック塀などの取り壊しを行う場合
◆助成額
　ブロック塀等の延長×１メートル当たりの事業費（限度額１万円）×
　　　　　　　　　　　　　　　　１／２（補助率）＝補助金（限度額10万円）
　　※１メートル未満の端数が生じるときは、これを算入しません。
◆助成条件　
　 ① 生けがきの設置のために取り壊しを行うこと。
　 ② 生けがき設置場所と同じ場所の土塀であること。

◆問い合わせ先　
　まちづくり推進課　都市計画係　☎３３－１１１１（代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎２４－５４０５（直通）　

　本宮市では、緑豊かなまちづくりを進めるために、これか
ら生けがきを設置される方に補助金を交付しています。
　また、生けがき設置のためブロック塀などの取壊しを行う
場合は、その工事費を補助します。
※ これから設置する方が対象となります。詳しくは、事前に
ご相談ください。
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市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません。
◆問い合わせ先　建設課建築係 ☎33‒1111（代表）
　　　　　　　　　　　　　　☎24‒5393（直通）

▲寄付された銘板と本宮ロータリー
クラブの皆さん

市のすがた（平成26年９月１日現在）

男　性 14,980人（△15）
女　性 15,541人（△11）
総人口 30,521人（△26）
世帯数 9,826世帯（　 2）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

10月４日（土）　㈲光設工業所 48‒2413・33‒1895
10月５日（日）　㈱小山設備 33‒3031
10月11日（土）　㈱タカマツ 33‒5242
10月12日（日）　㈲須藤住機工業 48‒2357
10月13日（月）　㈲三和設備 44‒4542
10月18日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
10月19日（日）　㈲本宮設備 33‒2592
10月25日（土）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
10月26日（日）　㈲光設工業所 48‒2413・33‒1895
11月１日（土）　㈱小山設備 33‒3031
11月２日（日）　㈱タカマツ 33‒5242
11月３日（月）　㈲須藤住機工業 48‒2357
11月８日（土）　㈲三和設備 44‒4542
11月９日（日）　㈲浜野和水道 33‒2788

納期のお知らせ

市県民税 3期
国民健康保険税 4期
介護保険料 4期
後期高齢者医療保険料 3期
上下水道使用料 8・9月分
集落排水使用料 8・9月分
住宅使用料 10月分
住宅駐車場使用料 10月分
保育所保育料 10月分
幼稚園保育料 10月分
幼稚園預かり保育料 10月分
放課後児童保育料 10月分

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。
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郡山北警察署本宮
分庁舎より

８月の交通事故発生状況
件数 死者 傷者

本年 8（ 82） 0（2） 8（100）
前年 14（ 86） 0（0） 20（100）
増減 △6（△4） 0（2） △12（　0）

※口座振替をご利用の方は、左
記納期限の前日までに、預金
残高の確認をお願いします。

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります

オクトーバーフェスト
in 本宮

お問合せ・お申し込みは

福島本宮店

お問合せ・お申し込みは

福島本宮店

ミュンヘンオクトーバーフェストの
音楽を生で直輸入！

出演者 エーデルワイスカペレ with MARIA

TEL.0243-33-16610243-33-1661
FAX.0243-33-16700243-33-1670  http://www.asahibeer.co.jp/restaurant/garden/index.html

●営業時間/11：00～21：00  ※20：30ラストオーダー
●〒969-1104 福島県本宮市荒井字上前畑1
   （アサヒビール福島工場敷地内）
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前売完全予

約制
前前売完前売前前売売完売前売前売前売完全予

約売完全前売完前売完前
TICKET（

お料理＋飲
み放題）

CKETCKET（お（お
料（おお

み放題
お料理＋飲

み
（お

５,５００円
お一人
様

●ミックスジンギスカン食べ放題
●ビュッフェスタイルフード  ●フリードリンク開催時間／19：00～21：30開催時間／19：00～21：30

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

納期限
10月31日（金）
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　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
１０月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しております。】

問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63－2780

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

10月26日（日）
（医）辰星会　枡病院（二本松市本町） 22－2828
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24－1322
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188

11月２日（日）
二本松病院（二本松市成田町） 23－1231
（医）成美会 鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町） 33－5866

11月３日（月）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

11月９日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
（医）外科胃腸科肛門科原医院（二本松市若宮） 23－2111
吉田耳鼻咽喉科医院（本宮市本宮字万世） 34－1330

10月５日（日）
かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
和田医院（二本松市小浜） 55－2303
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩字田中） 44－2008

10月12日（日）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
ばばクリニック（二本松市油井） 24－7122
（医）幹正会 よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63－2333

10月13日（月）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22－0174
二本松市岩代国保診療所（二本松市百目木） 56－2461
いしわたクリニック（本宮市荒井字東学壇） 63－2826

10月19日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
さくらクリニック（二本松市藤之前） 62－3931
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表

月 10月 11月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10111213141516171819202122232425262728293031 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 101112131415

曜　 日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

枡 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
二本松病院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成26年６月１日～６月30日生まれ 10月23日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成25年12月１日～12月31日生まれ 10月27日（月） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成25年３月１日～３月31日生まれ 10月29日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成23年６月１日～６月30日生まれ 10月22日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 10月８日（水） 10：00～11：00

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関



真結女御輿担ぎ手大募集 !!真結女御輿担ぎ手大募集 !!
●実 施 日　平成26年10月25日※荒天時は翌日順延。●実 施 日　平成26年10月25日※荒天時は翌日順延。
●参加資格　16歳以上の健康な女性●参加資格　16歳以上の健康な女性
●募集人数　120名（ただし、定員になり次第、締め切り）●募集人数　120名（ただし、定員になり次第、締め切り）
●参 加 料　無料●参 加 料　無料
●申込方法　市役所商工観光課にお電話をいただくか、ハガキに住所・氏名・●申込方法　市役所商工観光課にお電話をいただくか、ハガキに住所・氏名・
生年月日 ( 保険加入のため )・電話番号・身長・服と足のサイズを記入し、生年月日 ( 保険加入のため )・電話番号・身長・服と足のサイズを記入し、
お申し込みください。また、下記のＵＲＬでもお申し込みいただけます。おお申し込みください。また、下記のＵＲＬでもお申し込みいただけます。お
申し込みをされた方には、後日案内をお送りします。申し込みをされた方には、後日案内をお送りします。
http://www.city.motomiya.lg.jp/soshiki/15/mayumimikoshi.htmlhttp://www.city.motomiya.lg.jp/soshiki/15/mayumimikoshi.html
●申 込 先　本宮市観光物産協会（本宮市役所商工観光課内）●申 込 先　本宮市観光物産協会（本宮市役所商工観光課内）
　☎0243-33-1111（代表）　☎0243-24-5382（直通）　☎0243-33-1111（代表）　☎0243-24-5382（直通）
●申込み期限　平成26年10月17日●申込み期限　平成26年10月17日

『ちびっこ御輿』参加者募集『ちびっこ御輿』参加者募集
●参加できる児童　市内に住所を有し、平成20年4月2日～平成21年4月1日●参加できる児童　市内に住所を有し、平成20年4月2日～平成21年4月1日
生まれの児童生まれの児童
●実施日　もとみや秋祭り　10月25日　しらさわ秋祭り　11月9日●実施日　もとみや秋祭り　10月25日　しらさわ秋祭り　11月9日
　　　　　※運行時間等詳細は募集終了後参加者にお知らせいたします　　　　　※運行時間等詳細は募集終了後参加者にお知らせいたします
●募集期間　もとみや秋祭り参加希望　平成26年10月1日～10日　●募集期間　もとみや秋祭り参加希望　平成26年10月1日～10日　
　　　　　　しらさわ秋祭り参加希望　平成26年10月1日～17日　　　　　　　しらさわ秋祭り参加希望　平成26年10月1日～17日　
市役所幼保学校課に備え付けの申込書により申し込みください。市役所幼保学校課に備え付けの申込書により申し込みください。
※公立保育所及び幼稚園に在所、在園をしている方は施設に申込※公立保育所及び幼稚園に在所、在園をしている方は施設に申込
●申込先　本宮市役所　幼保学校課●申込先　本宮市役所　幼保学校課
　☎0243-33-1111（代表）　☎0243-24-5446（直通）　☎0243-33-1111（代表）　☎0243-24-5446（直通）
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